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■会長あいさつ 

日中社会学会第 32 回大会開催にあた

って 
 

会長 南裕子（一橋大学） 
 

本原稿を書いております 10 月下旬

現在、コロナウイルスによる感染症の

拡大は依然として予断を許さない状況

にあります。まずは、会員の皆様とご

家族のご健康をお祈り申し上げます。 
日中社会学会も 6 月の対面での開催

の延期を早々に決め、その後、開催方

法を模索しておりました。当初、開催

校をお願いしておりました会津大学に

は、オンラインでの開催をお引き受け

いただき、11 月 21 日（土）に開催の

運びとなりました。開催校の池本淳一

大会実行委員長には、新たな試みゆえ

のご苦労もおかけすることになりまし

た。改めて御礼を申し上げます。また、

大会に関係する理事の皆様には、見事

な分業と協業をしてくださり、報告の

募集、プログラム作成、報告要旨集な

ど、ここまでのところ大変順調に準備

が進んでおりますことに、心から感謝

いたしております。 
今号のニュースレターは大会直前号

として、大会プログラムが掲載されて

います。近年の傾向として、研究分野

の広がりを感じておりましたが、今大

会は、時間軸、空間軸で見てもより一

層多彩になりました。また、中日社会

学会の先生方にもご参加いただけます

ことを大変嬉しく思っております。 
年に 1 回の日中社会学会の大会は、

個人的には、自身の中国研究を相対化

し、また今一度、中国社会への幅広い

理解を得ることのできる貴重な機会と

なっています。そして学会理事という

立場からは、例えば、村落や家族、環

境といった専門学会もある中での本学

会の存在意義も考えることになります。 
実は、当初予定されていた 6 月の大

会では、故中村則弘先生によるミニシ

ンポジウムが企画されていました。仮

のタイトルですが、「社会学と中国研

究－今、なぜ中国研究か？」というも

のです。今回は、自由報告のみの形で

の大会開催となりましたが、この中村

先生からの宿題は、我々会員一人一人

が今一度問い直す必要のある問いであ

ると思います。今後の本学会の研究活

動の中で、このテーマに正面から向き

合う場をつくりたいと考えております。 
大会がオンラインになったことに伴



2 

 

い、たとえ短時間でも参加できるとい

うメリットがあるかと思います。ぜひ

この機会に、多くの会員の皆様にご参

加いただきたく存じます。現地調査を

積み重ねた中からの中国社会理解とと

もに、そこからさらに現代社会のあり

ようについて思索を深める研究者集団

ならではの議論が、本大会で展開され

ることを期待いたします。画面越しで

はありますが、皆様とお目にかかれる

ことを楽しみにしております。 

 

 

■第 32 回大会をお受けするにあたっ

て 

 
大会実行委員長 池本 淳一 

 
みなさまお待たせしました。11 月 21

日（土）、オンラインにて第 32 回大会

がいよいよ開催されます。ご承知の通

り、もともとこの第 32 回大会は 6 月

13 日・14 日の両日、会津大学で開催予

定でした。 
しかし 2 月末頃から東京や京都以外

にもコロナ感染者が出始め、3 月初旬

には大学でもサークル活動や学外者の

施設利用の自粛が行われるなど、だん

だんと緊迫した雰囲気が漂い始めまし

た。日に日に悪化する状況を鑑み、3
月 19 日以降、開催延期に関する話し合

いが積み重ねられました。そして自由

報告エントリーが開始される予定だっ

た 3 月 30 日の二日前の、3 月 28 日に

学会大会を秋以降に延期する旨、メー

リングリストにて通達させていただく

こととなりました。その後、8 月末に

オンライン開催が決定され、現在まで

鋭意準備を進めております。 
幸いこの会津大学は 1993 年開学の、

日本で初めてとなるコンピュータ専門

の大学であり、学生もみなコンピュー

タ理工学を学んでいます。学生らのサ

ポートがあれば、技術面での心配は少

ないと思います。 
しかし運用面、制度面での不安はつ

きません。当初、大会理事の間では、

オンラインのため発表者が集まらない

のではないか、と懸念しておりました

が、幸いにも、最終的には例年なみの

発表者を得ることが出来ました。しか

し一日のみの大会日程となったため、

それら自由報告を３会場（３アドレス）

に分かれて並行して行い、さらに時間

のロスがほとんど許されないという、

大変難しいスケジュールとなってしま

いました。発表者・参加者のみなさま

には、事前に ZOOM 等の操作に慣れて

いただいたうえで、ご参加くださいま

すようお願い申し上げます。 
また今回はシンポジウムは開催でき

ませんでしたが、懇親会はオンライン

で行うこととなりました。初めにメイ

ン会場にログインしていただき、その

後、３会場に分かれてご歓談していだ

けるよう、準備を進めています。また

ZOOM には小グループに分かれて話

ができる機能も付いておりますので、

こちらも活用して、じっくりと研究交

流する機会も設けようと考えておりま

す。 
それでは、本年は少々イレギュラー

な形での開催となりますが、みなさま

ふるってご参加お願いいたします。 
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■大会への参加方法及びスケジュール

について 

 

大会実行委員長 池本 淳一 
 

・今大会はすべて ZOOM のミィーティ

ングルームでの開催となります。 
・自由報告は３会場で並行して開催。

ZOOM の招待状（zoom のミーティン

グルームのアドレスが記載されたもの

です）も会場 A、会場 B、会場 C それ

ぞれ別々に発行されます。当日はご希

望の会場の招待状から、各会場にオン

ラインしてください。 
・開会式、懇親会などの全体行事は、

すべて会場 A にておこなわれます。 
・ZOOM の招待状は、大会前日に学会

のメーリングリストにて配布いたし

ます。またセキュリティ保持のため、

招待状を学会員以外の方に通知するの

は禁止させていただきます。 
・学会員以外の方で本大会に参加希望

の方は、大会実行委員長の池本までメ

ールをお送りください。個別対応させ

ていただきます。  
メール送信先 池本淳一 

 
・学会員あるいは許可を得た非学会員

の本人確認のため、ZOOM では、本名

での参加をお願いいたします。（名前

は画面下のアイコン「参加者」をクリ

ックし、画面右に表示される参加者の

一覧の中の自分にカーソルを合わせて

「詳細」→「名前の変更」で変更して

ください。） 
・本大会は非常にタイトなスケジュー

ルで行われます。自由報告は発表 20

分、質疑応答 10 分の合計 30 分、原則

的に延長は行われず、発表・質疑応答

の途中であっても 30 分で終了させて

いただきます。機材トラブル、通信状

況によって発表がスムーズにいかない

場合も想定されますので、発表者の

方々には十分な ZOOM の操作法の練

習及び余裕をもった発表をお願いいた

します。 
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日中社会学会第 32 回大会プログラム 

 

◇開催日時 
 
2020 年 11 月 21 日（土曜日）12:00～18:00 ZOOM 開催 
 
 
◇全体日程 
 
12:00～  入場開始     
12:10～12:30 開会式 会場 A1 

司会:中村圭先生  
１、会長、南裕子先生挨拶 

     ２、南京大学朱安新先生、中日社会学会の参加者を代表して挨拶  
     ３、大会委員長池本淳一先生挨拶 
 
12:40～18:00 自由報告 【会場の URL（ZOOM の招待状）は、大会前日にメーリ

ングリストで会員に告知する。】 
 
18:15～20：00 オンライン懇親会 （まずは会場１にご参集ください） 

会場１、懇親会、会長、大会開催責任者、来賓の挨拶など  
 

後半：自由トーク（ご自由に往来ください） 
会場１、メインフロア、フリートーク 
会場２、お互い研究についてのお悩みを交換する小部屋 
会場３、献杯・中村則弘先生の思い出を語る小部屋 
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◇自由報告：会場 A  

 
（１）セッション１（会場：A1／時間：12：40～14：10） 

司会：鄭南（吉林大学） 
 

１．張申童（名古屋大学人文学研究科）「中国系新移民の社会空間の構築について

－名古屋春節祭を中心に」 
２．劉コウ（名古屋大学人文学研究科）「戦後日本における『引揚者』の法的主体

の形成について」 
３．浅野慎一（神戸大学）「中国残留日本人孤児にみる歴史問題の和解と市民運動」 
 
 
（２）セッション２（会場：A2／時間：14:20〜15:50） 

司会：桜井義秀（北海道大学） 
 

１．趙梦盈（大阪大学人間科学研究科）「日本における仏教寺院、これからの行方

―台湾仏教との比較から見る―」 
2．李行健（北海道大学文学院）「西安市の仏教寺院をめぐる空間の生産と消滅―政

教関係を中心に―」 
3．シャザディグリ シャウティ（青山学院大学）「中国新疆ウィグル自治区サード

エイジャーの規範意識とその構造」 
 
（３）セッション３（会場：A3／時間：16:00〜18:00） 

司会：佐藤千歳（北海商科大学） 
１．周筱（筑波大学人文社会科学研究科）「『幼女買春罪』をめぐる存廃論争にお

ける『幼女』のゆくえ―『貴州事件』の司法手続きにおける法学者とマスメデ

ィアの言説を中心に―」 
２．山崎哲（一橋大学大学院社会学研究科）「NHK が伝えた中国帰国者三世―「帰

国」の意味をめぐって―」 
３．翁康健（北海道大学大学院）「タイ社会における華人宗教の動態」 
４．鄭南（吉林大学）「長崎中華街の発展と社会組織の変容―地域の共同性から公

共性へ―」 
 
 

◇自由報告：会場 B  
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（４）セッション４（会場：B1／時間：12:40〜14:10） 
司会：朱安新（南京大学） 

 
１．包敏（東京医科歯科大学教養部）「ポストコロナ時代における中国高齢化対策

の展望」 
２．楊映雪（東京大学教育学研究科）「高齢社会における世代間交流と社区づくり

について：日中比較を中心に」 
３．孔擎暾・楊非凡（東京農工大学大学院）「農村部と都市部にける高齢者の生活

満足度及び影響要因に関する比較研究  ―中国７省の調査に基づく―」 
 

 
（５）セッション５（会場：B2／時間：14:20〜15:50）English session 

司会：伍嘉誠（北海道大学） 
 
１．CHEN CHUANGBIN （陳創斌）（東京農工大学）「The food safety problem of Waste 

Cooking Oil issue in China: based on the relevant 205 criminal judgements」 
２．Kenichi Ishii（石井健一）（文教大学情報学部）「The novel coronavirus epidemic 

and people's trust in information」 
３．Xiaoyin Wang（王暁音)（慶應義塾大学大学院）「Highly Skilled Chinese in Japan: 

Transnational Networks and Global Mobility」 
 
 
（６）セッション６（会場：B3／時間：16:00〜17:30） 

司会：浜本篤史（早稲田大学） 
 
１．張思宇（関西学院大学社会学研究科）「日中における環境意識の比較」 
２．斯日古楞（新潟大学）「内モンゴル北東部地域における『半農半牧』の実態に

ついて―ホルソテイ（呼噜斯泰）ガチャ（嘎查）の農耕化を事例に―」 
３．木下光弘（中央大学）「内モンゴルの地下資源開発に関する調査報告」 
 
 

◇自由報告：会場 C  

 
（７）セッション７（会場：C1／時間：12:40～14:10） 

司会：松谷実のり（追手門学院大学） 
 
１．周楊（上海建橋学院外国語学院）「日本企業の管理制度と女性育成」 
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２．郭笑蕾（慶應義塾大学社会学研究科）「日中国際結婚女性の定住意識と移動経

験に関する考察―Social Anchoring 概念を手がかりにして―」 
３．楊芳溟（関西学院大学社会学研究科）「在日中国人の社会的適応の研究にめぐ

ってスキーマ理論を用いる可能性の検討」 
 
 
（８）セッション８（会場：C２／時間：14:20〜15:50） 

司会：李暁東（島根県立大学） 
 
１．呉桐（京都大学教育学研究科）「『日本モダン』の構築」 
２．王星星（早稲田大学社会科学研究科）「中国における前近代性の『ソーシャル・

ガバナンス』―天津広仁堂を巡る可能性についての考察―」 
３．華京碩（龍谷大学社会学研究科）「満州における日本の軍政対立と新聞人に関

する研究 ―営口『満州日報』の日本人新聞人をめぐって―」 
 
 
（９）セッション９（会場：C3／時間：16:00～18:00） 

司会：唐燕霞（愛知大学） 
 
１．LI SUHAN（李谡焓）（早稲田大学人間科学研究科）「農村労働力移動の日中

比較」 
２．丁名揚・野上亮（筑波大学大学院）「居場所という支援教育の実践―中国『素

質教育』における学習者同士での支え合いを通じての学力保障―」 
３．川村潤子（名古屋大学人文学研究科）「農民工子弟学校の果たした役割―H 市

の民工子弟学校の終焉を迎えるにあたって―」 
４．華金玲（慶應義塾大学）「中国５G 産業政策の戦略的位置づけとその形成要因」 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

■事務局からのお知らせ 

 

■事務局からのお願い 

□メルマガ届いていますか？ 

本学会では、google グループによる

メーリングリストによる広報を行って

います。事務局へご登録いただいたメ

ールアドレスへ、不定期に「日中社会 

学会メールマガジン」が配信されます。 

メールマガジンが届いていない方や、

未登録の方、また、メールアドレスに

変更のあった場合は、事務局までお知

らせください。 

 

□情報をお寄せください 

会員の皆様で、出版物のご案内や研

究会・シンポジウムの開催のご案内な

どがございましたら、事務局まで情報

をお寄せください。 

 

□会費納入のお願い 

学会活動は皆さまからの会費で支え

られております。2020 年度までの会費

納入をお願いいたします。一般会員

6000 円、学生会員 4000 円です。 

 

日中社会学会・郵便口座 

口座記号番号：00140-9-161801 

 加入者名：日中社会学会 

 

＊インターネットバンキング等、銀行

からのお振込みの場合は、下記になり

ます。 

 

店名：〇一九店 店番：019  

口座番号：0161801        

 

*海外からは paypal での納入も可能になり

ました。詳細につきましては、事務局までお

問い合わせください。 

 

□異動、住所変更の際はご一報を! 

異動、住所変更のあった方は、新しい

ご所属、メールアドレス、郵便物送付

先等の情報を事務局までご連絡くださ

いますようお願いいたします。 
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